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論文 内容の 要旨

岨鴫時のリズミカルな下顎の運動は，基本的には脳幹部に存在するパターンジェネレーターによって

形成されている。本研究はヒトを対象として，1)性状の異なる食物を目且鴫させた場合， 2)岨鴫リズ

ムを誘導により人為的に変化させた場合，および3)校合高径を変化させた場合，どのようにパターン

ジェネレーターが対応するかを知る目的で，以下のような 3積の実験を行い，下顎運動や阻鴫筋活動の

変化を分析し.下顎運動調節の生理的機序に考察を加えたものである。

実験は，顎口腔系にとくに異常の認められない健康成人(計29名)を対象として行った。いずれの実

験でも，両側の校筋および顎二腹筋より表面筋電図を誘導L，下顎運動を，-::?'./ディプラーキネ ジオグ

ラフを用いて記録した。実験 lでは，体穫を一定 (約 2CnI)とした 5種類の硬さ，弾力性など異なる食

物(マシュ7 ロ，クリスププレッド，チーズ，ニンジン，スルメ)を礁下するまで岨鴫させた。実験 2

では，デジタJレ型スティミュレーターを利用した音の合図にあわせて，ガムを岐むように指示し，頻度

を1.5，2， 3，. 4， 5， 6 Hzの6通りに変化させて，各々約40回ずつ岨鴫させた。実験3では，上顎の

金歯列を覆う型のバイトプレーンを 3種類ずつ透明アタリリックレジンにて製作し， 校合挙上最が，前

歯部で 2，5， 8mmになるように調整した。実験は，被験者の固有な速度，および3Hzの音の合図の誘

導によって各々約40回ずつガムを哩鴫させて行った。いずれの実験でも岨鴫はー側性に行わせた。記録

はデータレコーダーに収録後，オシロペーパー上に再生し，デジタイザーを用い， H且鴫サイク Jレの持

続時間，最大開口度，筋パースト放電持続時間， 1パーストあたりの筋活動量を計測し，マイ クロコ ン

ビューターにてデータ処理した。分析は，各試行毎に，姐鴫開始からの10哩暢サイクルについて行った。

強靭なあるいは硬い食物ほど礁下までの哩嶋田数が多く，さらに岨嶋田数の多い食物ほど，岐筋の筋
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活動量が大きくなり，両者には有意の相関が認められた。ただし岐筋活動量の食物間での相違は阻鴎回

数の場合ほど著明ではなかった。阻鴫リズムや最大関口度はスルメ以外の食物ではそれぞれ約1.5Hzと

約15mmで、あって食物間で有意の差は認められなかった。しかしスルメは他の食物に比して阻鴫リズムは

有意に遅く(1.2Hz)，最大関口度C17.3mm)は大きかった。このリズムの変化は，主として校筋のパー

スト放電持続時間の延長に起因していた。

阻H爵リズムを誘導した場合，各被験者共に 3Hzまでは，ほぼ 1対 1の比率で追従できた。阻鴫頻度が

1.5Hzより高くなると，阻鴎の各相は，関口相>閉口相>校合相の/1頂に強く影響された O 節電図におい

ては，股筋および顎二腹筋のパースト放電持続時間は，いずれも眠時リズムの上昇に伴って有意に短く

なるが，顎二腹筋のほうがより著明に減少した。また 1岨鴫サイクル中の顎二腹筋活動の終わりと，そ

れに続く佼筋活動の初めとのインターパル (D-Mインターパル)も，阻輔リズムの上昇に伴って著明

に短縮した。阻瞬リズムが早くなると，単位時間あたりの顎二腹筋の筋活動量は，増加する傾向がみら

れたO

校合高径を増大させると，最大関口度は，被験者に固有な速度の阻輔でも， 3Hzの誘導阻暢でも増大

した。しかし校合位からの実質的な開口量の変化は少なかった。筋電図においては，校合高径を高め

ると，校筋の筋活動量が有意に減少し，顎二腹筋の活動量はわずかに増加した。しかしながら阻暢リズ

ム，殴筋および顎二腹筋のパースト放電持続時間，パースト放電のタイミングには有意の変化はみられ

なかった。

実験 2において同一食物について誘導により人為的に阻噂リズムを変化させた場合では，阻噴リズム

と岐筋活動量の聞に相関が認められたが，実験 1のように性状の異なった食物を阻輔させたり，実験 3

のように校合高径を変化させても阻鴎リズムと佼筋活動量の聞には必ずしも相関が認められなかった。

従って，阻暢リズムとは別個に筋活動量を調節しうる機構が存在すると考えられる O

以上の結果よりパターンジェネレーターは，阻鴫時の末梢からの感覚入力をうけて阻鴎リズムと岨鴎

筋活動を変化させ，適切な下顎運動の調節を行うことが示唆された。

論文の審査結果の要旨

本研究は，ヒトを対象として，下顎運動と阻暢筋の表面筋電図を同時記録し，性状の異なる食物を阻

輔させた場合，あるいは阻輔の時間的および空間的要素を変化させた場合に生ずる変化を分析して，中

枢のパターンジェネレーターによる下顎運動の調節機構を検討したものである O

その結果，食物の性状が変化すると，それに伴って阻暢回数，関口筋活動量および阻瞬リズムが変化

すること，阻鴎リズムを人為的に変化させると，主として開口筋のパースト放電持続時間，および開口

筋と閉口筋のタイミングを変化させてリズム調節を行うこと，さらに岐合高径を増大させると，岨H爵筋

活動量は変化するが，実際の開口量には変化が認められないなどの特性が明らかになった。

すなわち，阻輔のパターンジェネレーターは，口顎領域からの感覚入力の変化，および阻暗の時間的
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あるいは空間的な要素を変化させた場合，その変化に対応した適切な下顎運動調節を行うことが示され

fこ。

中村隆志君の論文は，阻E爵時の下顎運動調節機構の生理的特性を解明するのに，極めて有益な示唆を

与えるものとして，歯学博士学位授与に十分値する業績であると認めるO
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